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日本医療薬学会

剤師のための疾患別薬物
療法 IV  免疫疾患/骨・関

節疾患/血液・造血器疾患/
内分泌・代謝疾患

南江堂 東京 2012 19-27

伊藤　聡 ステロイド糖尿病 技術情報協会 副作用軽減化　新薬開発 技術情報協会 東京 2012 443-444

伊藤　聡ほか なし 日本リウマチ学会
リウマチ専門医試験　例
題と解説　改訂第5版

MEDICAL
VIEW社

東京 2012 特定不可

伊藤　聡
全身性エリテマトーデスに伴
う精神症状

樋口輝彦ら 今日の精神疾患治療指針 医学書院 東京 2012 492-495

伊藤　聡
特殊なケースの薬物療法　　腎
障害がある場合

竹内　勤
関節リウマチ治療実践バイ
ブル

南江堂 東京 2013 178-179

伊藤　聡 喫煙―喫煙と抗CCP抗体
村澤　章、元木絵
美

リウマチ看護パーフェクト
マニュアル

羊土社 東京 2013 60

伊藤　聡 治療ガイドラインと治療の目標
村澤　章、元木絵
美

リウマチ看護パーフェクト
マニュアル

羊土社 東京 2013 68-74

伊藤　聡
関節リウマチの治療　内科治
療　分子標的薬　抗TNF製剤

日本臨床　72巻増刊号3
最新関節リウマチ学　寛
解・治癒を目指した研究
と最新治療

日本臨床社 大阪 2014 446-449

伊藤　聡ほか
リウマチ専門医試験　例題と解
説　改訂第6版　　日本リウマチ
学会編集

リウマチ専門医試験　例題
と解説　改訂第6版　　日本
リウマチ学会編集

MEDICAL VIEW
社

東京 2014 特定不可

小林哲夫、伊藤
聡、中園　清、
村澤　章、吉江
弘正

関節リウマチ患者における口腔
ケア・歯周病治療の重要性
関節リウマチ治療中における感
染症のマネジメント

関節リウマチ治療ステップ
アップのために

医薬ジャーナル
社

大阪 2014 111-117

伊藤　聡
Q2 関節リウマチの特徴的症状を
教えてください。

住田孝之
関節リウマチクリニカルク
エスチョン100 診断と治療社 東京 2014 3-5

伊藤　聡
Q16 関節リウマチでみられる二

次性アミロイド―シスの特徴と
治療法を教えてください。

住田孝之 住田孝之 診断と治療社 東京 2014 201-204



針谷正祥
抗リウマチ薬・生物学的製剤の
副作用と対策

監修　山口徹、北
原光夫、総編集
福井次矢、高木
誠、小室一成

今日の治療指針(私はこう治

療している) 医学書院 東京 2014 819-820

針谷正祥
寛解導入療法、グローバルな現
状

槙野博史、松尾清
一

ANCA関連血管炎の診療ガ

イドライン(2014改訂版)

難治性血管炎に
関する調査研究
班・進行性腎障
害に関する調査
研究班

東京・名
古屋

2014 65

針谷正祥 生物学的製剤概論

日本呼吸器学会生
物学的製剤と呼吸
器疾患・診療の手
引き作成委員会

生物学的製剤と呼吸器疾患
診療の手引き

一般社団法人日
本呼吸器学会

東京 2014 2-12

川上　民裕 血管炎の皮膚症状

岩月啓氏，勝岡憲
生，古川福実，川
上民裕，佐田憲
映、白藤宜紀、片
山治子

皮膚症状からみた血管炎診
断の手引き　Chapel-Hillコ
ンセンサス会議2012に沿っ
て

金原出版 東京 2014 9-12

川上　民裕 血管炎の疫学

岩月啓氏，勝岡憲
生，古川福実，川
上民裕，佐田憲
映、白藤宜紀、片
山治子

皮膚症状からみた血管炎診
断の手引き　Chapel-Hillコ
ンセンサス会議2013に沿っ
て

金原出版 東京 2014 13－15

川上　民裕 血管炎の病因

岩月啓氏，勝岡憲
生，古川福実，川
上民裕，佐田憲
映、白藤宜紀、片
山治子

皮膚症状からみた血管炎診
断の手引き　Chapel-Hillコ
ンセンサス会議2014に沿っ
て

金原出版 東京 2014 16－19

川上　民裕 血管炎の病理組織診断

岩月啓氏，勝岡憲
生，古川福実，川
上民裕，佐田憲
映、白藤宜紀、片
山治子

皮膚症状からみた血管炎診
断の手引き　Chapel-Hillコ
ンセンサス会議2015に沿っ
て

金原出版 東京 2014 37－43



川上　民裕
顕微鏡的多発血管炎
（microscopic polyangiitis）

岩月啓氏，勝岡憲
生，古川福実，川
上民裕，佐田憲
映、白藤宜紀、片
山治子

皮膚症状からみた血管炎診
断の手引き　Chapel-Hillコ
ンセンサス会議2016に沿っ
て

金原出版 東京 2014 66－70

川上　民裕
好酸球性多発血管炎性肉芽腫症
（チャーグストラウス症候群）

岩月啓氏，勝岡憲
生，古川福実，川
上民裕，佐田憲
映、白藤宜紀、片
山治子

皮膚症状からみた血管炎診
断の手引き　Chapel-Hillコ
ンセンサス会議2017に沿っ
て

金原出版 東京 2014 76－80

川上　民裕 その他の鑑別疾患

岩月啓氏，勝岡憲
生，古川福実，川
上民裕，佐田憲
映、白藤宜紀、片
山治子

皮膚症状からみた血管炎診
断の手引き　Chapel-Hillコ
ンセンサス会議2018に沿っ
て

金原出版 東京 2014 119－125

川上　民裕 リベドを読む 宮地良樹
 WHAT'S NEW in 皮膚科学

2014-2015
メディカルレ
ビュー社

東京 2014 114-115

川上　民裕
リベド血管症治療の決めて：
とっておきの治療解決法は？

宮地良樹

苦手な外来皮膚疾患100の解

決法　―そのとき達人はど
のような苦手皮膚疾患を克
服したか？

メディカルレ
ビュー社

東京 2014 86-87

土屋尚之 環境因子と遺伝因子
槇野博史、松尾清
一編

ANCA関連血管炎の診療ガ

イドライン（2014年改訂
版）

厚生労働省　難
治性疾患克服研
究事業

2014 10-12

高崎芳成
関節リウマチの関節外病変に対
する生物学的製剤治療のエビデ
ンスについて.

住田孝之編
関節リウマチクリニカルク
エスチョン100. 診断と治療社 東京 2014 194-195

藤井 隆夫 血管炎症候群

山口 徹、北原 光
夫、福井 次矢、高

木 誠、小室 一成

今日の治療指針 2014年版 医学書院 東京 2014 791-793

藤井 隆夫
膠原病・全身性疾患．X-7. 成人
スティル病．

門脇 孝、小室 一
成、宮地 良樹

診療ガイドラインUP-TO-
DATE 2014-2015

メディカルレ
ビュー社

東京 2014 601-604

藤井 隆夫
関節リウマチの治療．分子標的
薬．CD28-B7共刺激経路標的薬
（アバタセプト）

高碕 芳成 最新関節リウマチ学 日本臨牀社 東京 2014 461-464



山田秀裕 ANCA関連血管炎
久保惠嗣、藤田次
郎

間質性肺炎診療マニュアル
（改訂第2版）

南江堂 東京 2014 299-301

土橋　浩章 新寛解基準の使い方
関節リウマチ治療実践バイブ
ル

南江堂 2013 131-133

土橋　浩章 回帰性リウマチ 今日の治療指針 2013年版 医学書院 2013 752

土橋　浩章 難治性症例に対する新たな治療法
ANCA関連血管炎の診療ガイド

ライン（2014年改訂版）

厚生労働省　難治
性疾患克服研究事
業

2014 107-110

土橋　浩章 免疫抑制薬の使い方と副作用対応
間質性肺疾患診療マニュアル
改訂第２版

南江堂 2014 178-183
土橋　浩章 再発性多発軟骨炎 今日の治療指針 2014年版 医学書院 2014 808
堀田哲也、渥美
達也

抗リン脂質抗体症候群(APS) 丸山征郎
ファーマナビゲーターDIC
編

メディカルレ
ビュー社

東京 2014 248-257

堀田哲也、渥美
達也

自己免疫疾患
山田俊幸、大戸
斉、渥美達也、三
宅幸子、山内一由

新版　臨床免疫学　第3版 講談社 東京 2014 142-152

堀田哲也 アミロイドーシス

監修　山口徹、北
原光夫、総編集
福井次矢、高木
誠、小室一成

今日の治療指針(私はこう治

療している) 医学書院 東京 2015 720

猪原登志子

エビデンスに基づく急速進行性
腎炎症候群(RPGN)診療ガイドラ

イン2014．2 診断・治療に関す

るCQ．CQ1 ANCA測定法の違い

はANCA関連血管炎の診断・活
動性評価に影響するか？

松尾清一．厚生労
働省難治性疾患克
服研究事業進行性
腎障害に関する調
査研究班．

エビデンスに基づく急速進
行性腎炎症候群(RPGN)診療

ガイドライン2014
東京医学社 東京 2014 26-28

猪原登志子

エビデンスに基づく急速進行性
腎炎症候群(RPGN)診療ガイドラ

イン2014．2 診断・治療に関す

るCQ．CQ2 ANCA値はRPGNを

呈するANCA関連血管炎の治療
効果・再燃の使用として有用

松尾清一．厚生労
働省難治性疾患克
服研究事業進行性
腎障害に関する調
査研究班．

エビデンスに基づく急速進
行性腎炎症候群(RPGN)診療

ガイドライン2014
東京医学社 東京 2014 28-32



猪原登志子

エビデンスに基づく急速進行性
腎炎症候群(RPGN)診療ガイドラ

イン2014．2 診断・治療に関す

るCQ．CQ16 免疫グロブリン大

量静注療法は、RPTNの腎予後お
よび生命予後を改善するために
推奨されるか？

松尾清一．厚生労
働省難治性疾患克
服研究事業進行性
腎障害に関する調
査研究班．

エビデンスに基づく急速進
行性腎炎症候群(RPGN)診療

ガイドライン2014
東京医学社 東京 2014 69-71

田村夏子、磯部
光章

治療抵抗性大動脈炎症候群日亜
するアプローチ－IL-6受容体抗
体の大量投与

代田浩之
循環器疾患-治療過程で総軍
する諸問題の解決法

日本医事新報社 東京 2014 257-261

落田美瑛：磯部
光章

若い女性でも血管炎はあるの？
大型血管炎：高安動脈炎

見逃すと怖い血管炎 日本医事新報社 東京 2014 43-50

本間　栄 特発性肺線維症. 山口　徹、北原光
夫 監修

2014今日の治療指針 医学書院 東京 2014 313-314

本間　栄（分
担）

ANCA関連血管炎の診療ガイド

ライン(2014年改訂版)
尾崎承一、槙野博
史　編

厚生労働省　難治性疾患克
服研究事業　難治性血管炎
に関する調査研究班

2014

石田文昭、本間
栄（分担）

呼吸器疾患（慢性閉塞性疾患、
運動誘発性喘息）

健康運動指導士養成講習会
テキスト(公益財団法人　健

康•体力づくり事業財団)
 南江堂 東京 2014 131-136

杉野　圭史、本
間　栄（分担）

検査手順と診断フローチャート. 久保恵嗣、藤田次
郎編

間質性肺疾患診療マニュア
ル　改訂第２版

 南江堂 東京 2014 46-50

本間　栄（分
担）

Acetylcysteine吸入療法. 久保恵嗣、藤田次
郎編

間質性肺疾患診療マニュア
ル　改訂第２版

 南江堂 東京 2014 184-189

坂本　晋、本間
栄（分担）

特発性間質性肺炎診断と治療の
手引き　改訂第２版。

門脇　孝、小室一
成、宮地良樹　監
修

診療ガイドラインUP-TO-
DATE

メジカルレ
ビュー社

東京 2014 97-104

坂本　晋、本間
栄（分担）

特発性間質性肺炎 弦間昭彦　編
呼吸器疾患診療最新ガイド
ライン

総合医学社 東京 2014 118-124

佐藤啓太、本間
栄（分担）

多発性筋炎/皮膚筋炎 杉山幸比古　編 全身性疾患の肺病変 最新医学社 大阪 2014 25-33

坂本　晋、本間
栄（分担）

ロバの肺病変—高齢のロバに高
頻度に認められる肺病変は？

塩谷隆信、千原孝
司、桑平一郎、小
林弘祐　編

呼吸のトリビア 中外医学社 東京 2014 119-123



濱野慶朋、湯村
和子．

第２章5)　肉芽腫の血管炎って
あるの？小型血管炎：多発血管
炎性肉芽腫症

湯村和子 見逃すとこわい血管炎 日本医事新報社 東京 2014 76

濱野慶朋、佐々
木裕子

高齢者の輸液 内田俊也
Medical Practice 2015年臨時
増刊号　病態生理と症例か
ら学ぶ輸液ガイド

文光堂 東京 2015 In press

有村義宏
多発血管炎性肉芽腫症候群
(Wegener肉芽腫症).

間質性肺疾患　診療マニュ
アル

南江堂 東京 2014 302-304

要　伸也
急速進行性腎炎症候群診療ガイ
ドライン2014

厚生労働科学研究
費補助金難治性疾
患等克服研究事業
（難治性疾患克服
研究事業）「進行
性腎障害に関する
調査研究」

エビデンスに基づく急速進
行性腎炎症候群診療ガイド
ライン2014

東京医学社 東京 2014 42-49, 59-
64
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